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Titleがん告知に対する態度に認知的耐性が与える影響

































討したHosaka，Aw砲丸 Fukunishi，Okuyama， & W ogan (1999)の研究では、告知をさ







































L回 arus& Folkman (1984)は、「肯定的再評価」を「認知的接近」型の対処方略のひとつ
として提唱している。肯定的再評価とは、出来事について新しい信念や重要な真実などの肯
定的な側面を新たに発見することを意味し、心理社会的健康に良い影響を与える
(Stephens， Norris， Kinney， & Ritchie， 1988; Aldwin， 1994)。また、 Moskowitz，
Folkman， Colette， & Vittinghoff (1996)が配偶者を亡くした人を対象に行った研究によ
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Index)、AGFI(Adjusted GFI)、 CFI(Comparative Fit Index)、IFICIncremental Fit 





























































独立変数 自分・初期 自分・末期 家族・初期 家族・末期
再評価 -0.01 0.00 0.00 -0.01 
感情統制 0.21 林 0.21 * 0.13 * 0.20 料
楽観 0.05 0.02 -0.01 -0.02 
達観 0.15 紳 0.13 * 0.09 t 0.09 t 
R2 0.07 料 0.06 林 0.02 * 0.04 * 




独立変数 病名 治療法 余命
再評価 -0.01 0.02 -0.02 
感情統制 0.20 紳 0.14 林 0.25 料
楽観 0.02 0.00 0.00 
達観 0.13 梓 0.18 * 0.07 










であるということが、 Watson，Greer， Rowden， & Gorman (1991)の研究で示されてい
る。同様に「達観」は、初期の乳がん患者が最もよく用いる対処行動のlつであり、情緒的
苦痛を軽減するということが述べられている (Carver，Pozo， Harris， Noriega， Scheier， 
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